
第27回全国ホタル研究大会の概要

大会テーマ :『環境のホタル・教育のホタル』

全国ホタル研究物 回新潟大会が19940月 1日～2日に、環境庁、新潟県。新潟県教育委員会、

長岡市。長岡市教育委員会、ガ略 市 。小千谷市教育委員会、越路町・越路町教育委員会、日本

ホタルの会の後援により新潟県長岡市で開催されました。

今大会は『環境のホタル・教育のホタル』をテーマに、環境・教育の発表を主体に行い、全国

各地から多くの皆様に参加をしていただきました。大会開催するにあたり、全国ホタル研究会な

らびに後援していただいた関係各位に感謝いたします。なお、大会日程は下記の通りです。

7月 1日 (金)

13:00^V17:00

言己

見学会

C越路町ホタル発生地

C越後最古の民家である長谷川邸 (重要文化財)

地元の塚山 jヽ学校児童よリホタル観察について発表してもら

いました。

C小千谷市錦鯉の里

発生地の見学
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児童による発表



節 :00～21:00

7月 2日 (11)

よもやま会官にてJ婆会。各地の熱 1状兄の報告等カヤfわれました。

/1t国ホタル研究会村上会長挨拶

〈
バ《大

9:Ю～

〈研究発表〉

lo:00～      蛍の環境

新潟りItにおけるホタルのFFOく り

J地市金谷山におけるホタルについて

l三越市金谷山ホタルの里の水質について

[越地区のホタルの分布について

酸γL雨・雪と環境への影響

理科教育にホタルをどのようにとりいれるか

ホタル復活の輪を生涯教育に

天野川改修工事と絡 ^生物回復の推移

気象の変化とL陸時の遅れ

山島 悌司

永島 和1人

|=姉立城西中学校

b歯に立城西中翻 学部

r 市ヽ立城西中学校

及川紀久雄

本|■文雄

西山 武

回分田政博

矢野和義・宮下題彦

ヘイケボタルの地理的分化   鈴木浩文・佐藤安志・大場信義
ヘイケボタルのL陸幼虫の生態について  笹井昭 一三石暉弥

,1略戦t久米島から発見された新種の水生ホタル    大場信義

オオマドボタルおよびクロマドボタル幼虫の弧騨 タ`ーン

イら毎藩女子lT:。 大場信義

官下 衛～16:∞ ホタルカツL息する意味について

※発表を予定されていました小林 修、小野公男両氏は都合により欠席されました。
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〈総  会〉

16:∞～17:∞  よもやま館において第η回締 γ子われました。

18:tXl～節 :∞  懇親会 (よ もやま館)

今大会は大会テーマにそった環境・教育を主体に発表がありました。なかでも、上越市城西中

学校からは科学クラブの生徒たちによる研究発表が行われました。また、新潟県ホタルの会では

今大会を契機に「新潟県ホタル保護指導員」市1度を設けました。その目的は、ホタル保護の野外

活動のボランティア指導ミ学校教育現場における指導k地域の自然保護とホタル生息環境の保全

思想普及の核となると共に、自然のしくみ、ホタルの生鰈 境を理解し、自然を大切にする仲間

づくりです。7月 下旬より「ホタル保謝旨導員講習会」を行い
"名
の「ホタル保護指導員」が誕

41しました。ホタルを通じての自然侃護活動を展開してくれることを期待しています。

この全国ホタル研究大舗 測鴨で開催されたことにより、県内各方面に多くの影響を与えてく

れました。最後に、全国ホタル研究会の益々のご発展と会員各位のコ舌躍をお祈りします。

鵬 県ホタルの会 事務局)

第2憮鋼輔 I遷‐E5鰤

上越市城西中学校科学クラブの生徒たちによる発表
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